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は じめに

北 海道で繁殖 する海鳥類 の中で,特 にエ トピリ

カ 加 η4αc∫ア酌厩αや ウ ミガ ラス σア如10〃2vぬ は,

我 が国か らの絶滅 が心 配 されている.ま た,ケ イ

マ フ リC印 ρ加5cα 酌oも 個体 数が減少 している.

そ れ と は,反 対 に オ オ セ グ ロ カ モ メ五αr〃5

αアgθ厩碗鰐 は各地 で繁 殖数 が増 えてい る.こ の よ

うな海鳥の個体数 の年 変化 は,自 然 が多 く残 って

い るとされ る知床半島で も例外 ではない.し か し,

知 床半 島斜 里町側 で,海 上での海鳥 セ ンサ スの記

録 は わずか で あ り,1965年 の 黒 田長久 氏 の記録

(1965,黒 田)と1977年 の フ ル マ カ モ メ

画1〃zαr〃591αdo1∫3の分布調査(田 中 ・梶原,1979)

の み である.ま た,わ が国で は,ほ とん ど生態が

解 っていない,マ ダラウ ミスズ メ βアαc加rα〃ψ加3

脚 朋or厩 媚 が,知 床 半 島の西 海岸 の テ ッパ ンベ

ツ河 口 にお いて,1995年8月9日 に15羽 前 後の

群れの 中に幼 鳥 と思 われる3～4羽 が観 察 され て

い る(斉 藤私 信,1995).こ の 鳥 は,主 な生活

場 所 は他 のウ ミス ズメ類 と同様 に海上 であるが,

繁 殖 には森林 を利用 し,巣 は主 に樹 上 で苔類の上

に作 るとい う,特 異 な習性 を持 って いるこ とが知

られ てい る(Nelson,1995).日 本 で の繁殖 の

記 録 は,1961年6月15日 小 清水 町 の藻琴 山 麓で

抱卵 中の個体 が捕 獲 され た とい う記録 のみであ る

(関 根,1987).海 上 で生活 し,森 林で 繁殖 す

る特 異な習性 か ら北 アメ リカでは森林 と海洋 を結

びつ ける環境保護 のシンボル的役割 になっている.

海 鳥類の個体数増 減の要 因を探 り,保 護i管理 方

針 を立て る事が重 要であ り,海 鳥の繁殖数,繁 殖

地 の環境,沿 岸 での海上分布 に関す るデ ー タの蓄

積 が必 要であ る.今 回は,一 部 の海鳥の繁殖分布

と繁 殖数,カ モ メ類 の繁殖 スケジュール と食性 に

ついて報告する .な お,こ の報告 は,斜 里 町委託,

平 成9・10年 度 「知床 半島斜里 町側 のお ける海鳥

類の生態 とその自然教育への活用に関する研究」

の調査結果 をまとめたものである.

調査方法

1繁 殖数 セ ンサス

知床半 島で過去 に繁殖記 録のあ るウ類 ・カモ メ

類 ・ウ ミスズ メ類の繁殖 に関す る調査 を行 った.

ウ類 ・カモメ類 につい ては,抱 卵あ るいは育雛 中

の巣 を陸上 または海上か らカ ウン トした.ウ ミス

ズ メ類 に関 しては,断 崖 の穴 や岩の隙 間 ・地中 ・

樹 上 などの目視 が困難 な場所 に営巣す るため,今

回の調査で は時間的制約 か ら,繁 殖 を裏付 け る行

動 の確 認 に と ど まっ た.調 査 期 間 は,1997・

1998年 の 海 鳥 の繁殖 期 にあ た る5月 下旬 か ら7

月 上旬 と し,調 査 範囲 は知床半 島斜里町側 の ウ ト

ロ港 周辺か ら知床 岬の羅 臼町境 界 まで とした.調

査 範 囲が約42kmに も及ぶ た め,ウ トロ港 か ら知

床 岬 まで を約5キ ロ間隔 に8区 の調査 区分 けて過

去 の調査 結果 との比 較 を行 った.調 査 手段 は,ウ

トロ港 周辺 は陸上 か ら調査が可 能なため陸上 か ら

カウ ン トし,ウ トロ港か ら知床 岬 まで はカヌー ま

たは船外 機付 きボー トで海上か ら調査 した.

2マ ダラウ ミスズメ生 息調査

この鳥 につい ては,注 目すべ き種 と判断 して調

査 した.過 去 に情報 のある,ル シャ湾 周辺で調査

を した.調 査 方法 は,6月 上旬か ら10月 下旬 まで

の期 問を,陸 上か ら海上 を双眼鏡 または望遠鏡 を

使 用 しセ ンサス した.ま た,早 朝 に鳴 きなが ら陸

上の巣 に帰 巣す るとい う習性か ら,ル シ ャ川 とテ

ッパ ンベ ツ川河 口か ら上 空 を通過す る個体 を確認

す る調査 を行 った。
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表1.カ モ メ類 ・ウ ミウの営巣数

区域＼種類 オオセグロカモメ ウミネコ ウミウ

年 1997 1998 1997 1998 1997 1998

A 599 637 94 280 270 194

B 125 238 18 114 140 159

C 0 0 0 0 0 0

D 0 0 0 0 0 O

E 0 0 0 0 0 0

F 73 271 0 0 44 66

G 29 68 0 0 2 20

H 80 257 0 0 106 163

合 計 906 1471 112 394 562 602

H域
知床岬N

3オ オセ グロ カモ メとウ ミネ コの雛の 胃内容 物

の分析

フレペの滝 の ウミネコ ・オオセ グロカモメの繁

殖 地 にお いて,巣 立 ち近 い雛 に標識調査(バ ンデ

ィング)を 行 った際 に,調 査 者 に驚い た雛 が吐 き

出 した,胃 内容物を持 ちかえ り内容物 を分析 した.

調 査 実施 日はオオセ グロカモメが6月10日,ウ ミ

ネ コが7月6日 であ った. C域

D域

E域

F域

G域

テ ッパンベ ツ川

ル シャ川

4オ オ セグ ロカモ メ とウ ミネコの繁殖 スケ ジュ

ール

調査 は,オ オセ グロカモメ とウ ミネ コの両種がA域

繁殖す るフ レペの滝の繁殖 地で行 った.こ の場所

は,陸 上か ら観察することので きる営巣地である.

調査 開始 は,卵 が艀化す る直前の6月 上旬 か らお

こなった.5-7日 間 隔で卵 数 ・雛数 を数 え繁殖

ス ケジュール を明 らかに した.観 察数 は観察場所

か ら巣 の中の詳細 な状況 が観察で きる巣 を選 んだ

結果,オ オセ グ ロカモ メ29巣 ・ウ ミネ コ24巣 を

観察 した.

調査結果 と考察

B域

岩尾別川

幌別川

ウ トロ港

図1調 査範囲 と区域分け

1)ウ ミウ

1997年 は562巣,1998年 は602巣 を確認 した.

プ ユニ岬か ら知床五 湖の断崖 とレタラワタラか ら

知床 岬 まで の,切 り立 った崖 や独 立岩で繁殖 が確

認 された.営 巣 地は,知 床岬周辺 とウ トロか らエ

エイ シレ ド岬 の両極 に集 中す る傾 向が見 られ た.

1繁 殖 地の分布 と営巣 数

今回の調査では,ウ 属ではウ ミウP加1αcrocor砿

cαρ〃1厩鋸 カモ メ属 では オオセグ ロカモメ とウ ミ

ネコLα 捌5crα ∬か05醒5そ してウ ミスズ メ類で は

ケイマフ リの計4種 の繁殖 が確認 された.

2)ヒ メウ

過去に繁殖の記録もなく,今 回の調査でも繁殖

の確認はで きなかった.海 岸付近で観察 されるが

繁殖羽の ものを観察することは出来なかった.こ

の周辺での繁殖の可能性は低いと考えられる.

一70一



知床 博 物 館研 究報 告 ・第22集 ・2001

表2、 ウ ミウの繁殖 数の経年変化(1979年 一1987年 は 中川他1988年)

年 ＼ 区 域

1979

1980

1981

1982

1984

1985

1986

1987

1997

1998

A B C F G H

254 199 3 202 3 29

87 153 0 60 0 5

85 316 0 72 12 4

134 147 0 54 20 16

115 224 0 63 25 36

141 271 0 59 21 56

131 244 0 73 17 59

135 234 0 68 33 38

270

194

140

159

0

0

44

66

2

20

106

163

計

690

305

489

371

463

548

524

508

562

602

表3.オ オセグロ カモ メカモ メの経 年変化

年 ＼ 区 域

1979

1980

1997

1998

A B C F G H

67 33 0 301 33 0

82 21 1 276 29 1

599

637

125

238

0

0

73

271

29

68

80

257

合 計

434

410

906

1471

3)オ オ セ グロカモ メ

1997年 は906巣,1998年 は,1471巣 を確認 した.

1年 で565巣 の 増加 であ る.特 に増加 した原 因 と

しては,カ パ ル ワタラと文吉 湾の一文字 防波堤 で

あ る.両 営 巣 地 とも1997年 は 高波 に よって多 く

の巣 が さ らわれ たが,1998年 は順 調 に繁 殖活 動

がお こなわれていた.両 営巣 地の営巣数 は,カ バ

ル ワ タラが244巣,文 吉湾 一文 字 防波堤 で154巣

で あ った.特 に,カ バ ルワ タラは最大 の集 団営巣

地 で あ った.特 筆 すべ き点 と しては,1998年 に

ウ トロ市街地 にあ る通称 「ゴジ ラ岩」で7巣 が確

認 された.こ の岩で繁殖が確 認 され たのは初 めて

で,こ の鳥 の繁 殖域の拡大 が示唆 され る現 象の ひ

とつであ る と考 え られ る.

オ オセ グ ロカモ メ は,9年 前 の調査(中 川,

1988)と 比 較す ると約3.4倍 も営巣数が増 えている.

急 増 して いる原 因 と しては,生 ゴ ミ ・港 な どで廃

棄 され た魚 ・他 の海鳥の卵 や雛 ・死 肉な どを食べ

る とい った多様 な食性 によるためであ る と考 えら

れてい る.

B域

F域

タカサ ラウニ ,知 床岬
一文字防波堤 べ

の
'、 へ 啓吉 湾
コ ユ

・、"文 吉 湾

H域 1〆・獅 子 岩

ポロモ イ

G域

51イ ダ シュベワタラ

レバ ラワタラ

オ[

4)ウ ミネコ

1979年 ～1980年 に は繁 殖が確 認 され てい なか

っ た(中 川 ほか,1998).1997年 に,フ レペの

カ バ ル ワ タ ラβ
、

、、,。 蛸 岩

繕 ・・

'工 エ イ シ レ ド岬

r.墜＼

知 床 五 湖 断 崖

〆'
、
、

、 岩尾別

男の涙",

A域 認 フレペの滝
ブユニ岬

別川

ウ トロ港

ンコ岩 くゴジラ岩 怠
,)

ウミウ ・カモメ類の繁殖地

図2.カ モ メ 類 ・ウ ミ ウ の 繁 殖 地 位 置 図

一77一



福田佳弘

滝 下の斜面で繁殖 がは じめ て確認 され,フ レペの

滝94巣 と五湖 の断崖18巣 の計112巣 を確 認 した.

1998年 に は,フ レペの滝 で280巣,五 湖 の断崖 で

ll4巣 の 合計394巣 を確 認 した.

ウ ミネコの営巣 数は2年 で約3倍 以上 に増加 し

た.こ の こ とか ら,ほ かの繁殖 地か らの移 入が起

きている可能性が高 い と考 え られる.

また,フ レペ の滝 におい てはオオセ グロカモメ

とウ ミネ コが 隣接 し繁殖 していた.滝 の下 に湾状

になった ゴロ タ石 の浜があ るが,滝 の下 の川 を挟

み中央部 にオオセグ ロカモ メが営巣 し,崖 に近 い

両端 の部分 にはウ ミネ コが繁殖 していた.

5)ケ イマ フリ

この鳥は,海 に面 した崖や岩 の穴や隙 間に営巣

す る.1997年 と1998年 の 調 査 ともに,7月 上旬

か ら8月 上旬 に,プ ユニ岬か らエエ イシレ ド岬 の

問で魚 を くわ えて,岩 の隙 間や崖 の穴 に出入 りす

る個体 を確 認 した.ま た,雛 が巣立 った時期 だ と

思われる,8月 中旬 にはほとん ど姿 を見な くなる.

こ の地域 で,繁 殖 してい る事 は確実 であ るが,繁

殖分布 や繁殖個体数 を判 明す るまでには至 らなか

った.

観 光船 か らカウ ン トした結果 で は,1998年7月

18日 にA.B域(ウ トロ港 ～エエ イ シ レ ド岬の 間)

で153羽 を数 えた.

6)エ トピリカ

この鳥 は,土 中に穴 を掘 って営巣 するため,海

上か ら,繁 殖地 を確認 する ことは,困 難であ る.

今 回の調査 では,個 体 の確 認 もで きず,繁 殖の可

能性 は低 い と考 えられる.過 去の報告 として は黒

田(1965)の 中 に,「 吉 円三郎 氏 に よる と,蛸

岩の南 の断崖お よび観音 岩の北のペ キ ンノ岩 に,

少 数が繁殖するらしい」 とい う記述があるのみで,

知 床半 島での過去の確実 な繁殖記 録 はない.

7)ウ トウC6ror痂 ηcα〃zoηoc6rα∫o

この鳥 は,地 中 に穴 を掘 って営巣す るため,海

上か ら,繁 殖地 を確認す る ことは困難 であ る.過

去 の報告 で は黒 田(1965)の な か に,「 吉 田三

郎氏 による と,観 音岩 とペキ ンノ岩 の間の獅子岩

付近 に,少 数が繁殖す るらしい」 と記述があるが,

確 実 な繁 殖 の記録 はない.ま た,1997年7月1

日 に羅 臼側 モ イ レウ シ川 の約100m沖 合 で魚 を嚇

に並べ て くわ える個体 を2羽 観察 した.周 辺地域

で は千 島列 島で は国後 島に近い弁天 島 ・色丹島 に

近 いグ リガ島 と リシイ島,デ ヴ ャ トウイ・ヴ ァル

島そ して リシイ島で繁殖す る(藤 巻、1979).

海 上 におい ては,頻 繁 に観 察 され1997年7月28

日 に は岩尾 別か ら知床 岬 の間で,約600羽 の 個体

が観察 された.

2マ ダラ ウミスズ メ生息調査

今 回の調査 では,(表3)に 示 した とお り,海

上 にい る個体 を観察す る ことがで きた(表4).

しか し,帰 巣 す るため に,内 陸 を飛行す る個体 は

観察で きなかった.

特 筆すべ き結果 は,ル シ ャ沖 にお いて,つ がい

による,デ ィス プレイ行動 が観察 された ことであ

る.そ の こ とか ら,こ の周辺 で繁殖 している可能

性 も考 え られる.

3オ オセグ ロカモ メ とウ ミネ コの雛 の胃内容 物

分析

オ オセ グロカモ メの雛 の胃内容物 は親鳥 か ら給

餌 を受 けた物 であ る.雛 が 吐 き出 した,胃 内容 物

のほ とん どが ヒ トの排 出 した,生 ゴ ミに含 まれて

いる もので,ホ ッケの切 り身や魚の切 り身 も,人

工 的 に煮炊 きし加 工 した ものだった(表5).近

年,オ オセグロ カモ メが繁殖 数 を増加 させ てい る

原 因の ひ とつ として,ヒ トの排 出す る生 ゴ ミを食

べ ,餌 環境が充実 してい る といわれてい る.今 回

の調査 結果 か ら,知 床半 島の個体 数増加 も,サ ン

プル 数 は少 ない ものの,同 じ要因 に よ る可能性

が ある.

ウ ミネコの雛 の胃内容物 も,親 鳥か ら給餌 を受

けた もので ある.オ オセ グロカモメ と比較す る と

ほ とん ど人工 的な ものが な く,最 も多か ったのが

甲殻 類 の10mm前 後 の ア ミ類で あ り,そ の次 に多

かったのが10～15cmカ タ クチイワシであった(表

6).

オ オ セ グロカモメ とウ ミネコは,姿 形 は似 てい

るが 食性 が大 きく違 った.オ オセグ ロカモ メは人

間活動 を上手 く利用 し数 を増や し,一 方 ウ ミネ コ

は自然 に生息す る甲殻 類や小魚 を食べて生活 して

いる と推 測 され る.
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表4.ル シャ湾 周辺 にお けるマ ダラウ ミスズメの観察結果

No. 年1月 日1時 間 個体数 年 齢 個体の特徴 ・行動その他
6

①
一 一 一 _二19.gz_LZ月2杢9匠 ヨ_1___

13=00 13:15
幽 一 一 .一 」_⊥.不 明 上面が黒 く、下面が白い固体で、幼鳥の可能性 もある。暉 噛 一 葡 一 一 一 一 鞠 一 一 一 ■ ■ ■ ■ 一 ■ 一 一 一 一 一 一 騨 一 一 一 一 一}一 一 一 一 卿 一__葡____

②一 一 一 199717月29日1一 一___」__甲_一1一__
13:00 13:19

一 一 一
11成 鳥 特 に、 目立 った行 動 はな かっ た。
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表5.オ オセ グロカモメの成鳥が吐 き出 した 胃内容物

(1988年6月10日)

① 内 容 物 内容量(g)

② ホッケの切り身(加 工 したもの) 23.5

③ ホッケの切り身(加 工 したもの) 32.2

④ 白い鳥の羽と魚の切り身(種 不明) 60

表6.ウ ミネ コの ヒナが吐 き出 した 胃内容物

(1988年7月6日)

内 容 物 内容量(g)

⑦ アマ エ ビ類 5.8

② ア ミ類(10mm) 4.8

③ 12以 上20cm未 満 の魚 類 と耳石 26.3

④ アミ類 14.8

⑤ アミ類 2.3

⑥ アミ類十魚肉 5.7

⑦ 10～15cmの カタ クチ イワ シ3十 ア ミ類 45.4

⑧ アミ類 12.5

⑨ ア ミ類 十 カ タクチ イワ シ1 24.5

⑩ アミ類 6.2

⑪ 魚肉(不 明種) 10.8

⑫ アミ類十カタクチイワシ2(10～13cm) 32.5

⑬ 魚肉(不 明種)の 骨 1.4

⑭ アミ類十魚肉(不 明) 15.8

4オ オセ グロカモ メとウ ミネ コの繁殖 スケジュ

ール

オオセ グロカモメは,29巣 中 で,産 卵数 は3卵

が27巣 で 残 り2巣 が2卵 で平均2.6卵 で あ った.

艀 化時 期 は調査 した29巣 で は,6月19日 と6月

22日 の 間 に艀化 がは じまった.調 査 巣以外で は,

6月15日 に卵 の艀 化が確認 された.産 卵 日を推定

す る と,オ オセ グロカモ メの抱卵期 間 につい ては

(高 橋 ほか,1999)が 約28日 と して お り,こ の

数値 を参考 にす る と産卵 日は,5月22日 か ら5月

25日 で あ ると考 え られる.艀 化後 の雛 は巣か ら大

き く移動 し,各 巣 の雛 が混 じ りあったため,巣 別

の雛 の識別 が出来 な くなった.巣 立 ちの初認 は8

月4日 で8月13日 ま で巣 立 ち前 の雛 が確 認 され た

が,そ の後 は見 られ な くなった.

ウ ミネコでは,産 卵 数 は3卵 が2巣 ・2卵 が15

巣 そ して1卵 が7数 で,平 均1.8卵 で あっ た.初

艀 化 日は,調 査巣 で は6月4日 だ ったが,調 査 区

以外 の巣で は5月31日 の ものがあ った.そ して,

消 失 した卵 を除いて6月19日 まで には全 てが艀 化

した.ウ ミネコの抱卵 期間 につ いては約24日(成

田、1985)と してお り,艀 化 日か ら推 定 す る と

産 卵 日は5月10日 か ら5月25日 で あ る と考 え ら

れる.育 雛期 間は35日 前後 である ことが知 られて

お り(天 売海鳥研究室 未発表資料),艀 化 日か ら

推定 して、巣立 ち期 は7月5日 頃 か ら7月25日 頃

である と考 えられ た.

ま とめ

今 回の調査の結果,オ オセ グロカモ メは,過 去

最高 の繁殖 数 に達 し,1988年 か らの9年 間に3.4

倍 に急増 してい る.本 種 は他の海鳥 の雛 や卵 を捕

食す るが 知 られてお り,知 床 で繁殖す る他 の海鳥

にも多少 の影響 を与 えている可能性が ある.

一 方 ウ ミネ コは
,1997年 に 繁殖 が は じめ て確 認

され1998年 は1997年 と比 較 して3.5倍 に繁殖 数 を

増加 させ た.ウ ミネコは、天売 島で は10年 間で約

3分 の1に 数が減少 しているが(福 田未発 表),

利 尻 島では,1987年 は 約200羽 だ った もの が,翌

年の1998年 に1000巣 以 上 にな り,1998年 に は約

7900巣 ±4900巣 に急増 した(宗 谷 支庁、1999).

この ように北 海道周辺で繁殖 する ウ ミネ コの分布

と数が急 に変化 してい るが,そ れが何 に よるかは

不 明であ る.今 後 の ウ ミネコの生 態 を解 明 し,個

体 群変動の要 因をあ きらか に してい くこ とが保 護

に とって重要 である.

一 沼 一



福田佳弘

マダ ラウ ミスズメの求愛行動(雌 雄 によるデ ィ

スプ レイ)が 観察 された.ル シ ャ湾で比較 的頻繁

に観察 された事 か ら知床 半 島周辺 で繁殖 している

可能性 が出て きた.ま た,繁 殖 の確 認調査 として

行 った,ケ イマ フ リの知床で の観 察個体 は最大 で

153羽 が 数 え られ,そ れ に近い数 の鳥が繁 殖 して

いる可能性 が ある.ケ イマ フ リは天 売 島で300羽

が 数え られ(福 田未発 表),今 調査 か ら天売 島に

次いで貴重 な生息場所であるとことが示唆 された.

近 年,一 般市民 の 自然 し好 が,今 まで以上 に高

ま り,海 岸地域 では地域で はこれ まで,漁 業 関係

者 な どに限定 されていた場所 に も,一 般 の人が立

ち入る ようになって きた.プ レジ ャー ボー ト ・水

上 バ イク ・シーカヤ ックな どで海上 を利用 する人

の増 加 によ り,海 鳥の営巣地 に上陸 し,こ こを撹

乱 する可能性が危惧 され る.特 に海岸 の地上 に営

巣 する ウ ミネコやオ オセ グロ カモ メは人が繁 殖地

内に侵 入す るこ とに よ り壊滅 的な被 害 を受 ける.

知床 国立公 園は,ヒ グマをは じめ野生動物 の調

査研 究が よ く進 んでい る地域 であ るが,海 鳥類の

調査 につい ては,繁 殖分布 や調査 や夏期 の海上分

布 調査 まで に とどまって いる.今 後 は希少種 と し

て位置付 け られるケ イマ フ リやマ ダラウ ミスズ メ

を含め,海 鳥類 の保護管理 の研 究 を進 め,こ れ ら

の種の生態系 の中での役割 と重要 性を明 らか して

い く必要が ある と考 えられ る.

ま た,カ モメ類やウ ミウそ してケイマフリな ど,

こ こで繁殖す る種の他 に,ミ ズナギ ドリ類 ・ミッ

ユ ビカモ メな どここで繁殖 しないが,観 光船等か

ら身近 に観察 す ること もで きる種 も多 い.こ の よ

うに,知 床半 島は,多 様 な海鳥 を観察 する ことの

出来る場所 である.海 鳥の生態 と観察の面 白さを,

普 及す るこ とによ り,海 鳥へ の一般 の関心 えお高

め,沿 岸海岸 地域の保護へ の理解者 を増 やす こと

がで きるであろ う.

する観光船に,ご 好意で乗船させて頂 きました株

式会社知床観光汽船.以 上の方々に,こ の場を借

りて厚 くお礼申し上げます.
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